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その方は、両下肢に少し浮腫があり介護認定が下りたらデイサービスでの通いリハビリを希望し

ていた方でした。

奥様は数年前に亡くされ、近所に住んでいる長女が食事や家事などを行っていました。娘さん曰

く頑固な人で長男、次女とも仲たがいしてしまい疎遠になっていると言われていました。

そんな中両下肢の浮腫が悪化し精密検査の結果、胆管癌を診断され、みるみるうちに体力が低下

してしまったのでした。

2階が寝室だったのを1階に移しベットを借りた矢先、一人ではトイレへも行けなくなったのです。

娘さんが世話をすると「ありがとうね」と何度も感謝の言葉を口にしたとの事。

亡くなる当日疎遠にしていた子供たちが傍らに来た時に、自分が居なくなった後の事を子供たち

に託したとの事でした。

お悔みの言葉を伝えに行った時、娘さんが「最後まで父の世話ができ今まで話せなかったことま

で話ができ、長年わだかまりがあった父という人を少し理解ができたような気がしました」と話

されました。

人生の幕を引くときに残された家族に伝える言葉・・・今まで言葉にできない感情を伝える大切

さ・・・最愛の家族を介護することは、辛いことばかりではないと思いました。
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最後だから伝えられる―――
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いつも皆様方には、格別のご高配を賜り、厚

く御礼申し上げます。梅雨入りが間近の季節と

なりましたが皆様お元気にお過ごしでしょうか。

先日5/21茨城県潮来市水郷潮来あやめ園で3年

ぶりに復活した白無垢姿の花嫁が小舟に乗って花婿

のもとに向かう恒例の「嫁入り舟」が行われました。

川沿いに集まった方々からは大きな祝福の拍手が送

られたとの事。どんな環境になっても私たちひとり

ひとりの見えない心にある希望の灯を消す事は何人

たりともできないと思いました。コロナ禍と梅雨で

運動不足になりがちですがお体にはくれぐれも気を

つけてください。



親子で介護職 誇りのポーズ 世代

超え同じ仕事 やりがい伝えたい

八日の「母の日」に合わせ、一般

社団法人「ＫＡｉＧＯ ＰＲｉＤＥ

（カイゴプライド）」（東京都）は

七、八日の両日、介護職として働く

富山県内の親子のポートレート展を

富山市内で催す。世代を超えて選ば

れる介護の仕事のやりがいや魅力を

写真を通じて発信する。（山岸弓

華）

インド出身のカメラマンで、日本

を拠点に活動している東京都在住の

マンジョット・ベディさん（５２）

が二〇二〇年に法人を設立。介護に

まつわる「きつい」「大変」といっ

たネガティブなイメージを払拭し、

介護職員に自らの仕事に誇りを持っ

てもらおうと、現役職員を被写体と

した撮影会を全国で開いている。今

回、県介護福祉士会が協力してモデ

ルの親子を募った。

四月上旬に富山市安住町で行われ

た撮影会には十一組の親子が参加し

た。自らカメラを構えたベディさん

は、慣れない撮影にぎこちない様子

の親子に「もっとお互いに近づい

て」と声を掛けて緊張をほぐした。

撮影が進むにつれて表情は柔和にな

り、手を取り合ったり、抱き合った

りするなど多彩なポーズでカメラに

収めた。

息子の徳馬さん（２０）と参加し

た山西由加さん（５０）＝富山市＝

は「今回の撮影を親子の新たな出発

点として、今後もお互いに高め合っ

ていけたら」と笑顔。母の松本かな

みさん（４９）と撮影に臨んだ娘の

かのんさん（２０）＝立山町＝は

「改めて介護の仕事を頑張ろうとい

う思いが芽生えた」と話した。

ベディさんは六日、新田八朗知事

を訪問し「介護の現場は、ありがと

うであふれている。クリエーティブ

の力でイメージを変えていきたい」

と語った。同席した県介護福祉士会

の舟田伸司会長は「介護の仕事を通

じて、子が成長した様子も写真から

見て取れる。介護の魅力を県内外に

発信していきたい」と話した。
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NEWS   今月のニュース

カメラを構えるマンジョット・
ベディさん（左）の前で、ポー
ズを取る山西さん親子＝富山市
安住町

バラ園へ外出レク
皆さん「色んな色のバラがあってすごく
綺麗ね～」と 言われ喜んでいました。

施設の前の花壇を季節の花に
大きなピンクのマーガレットの花
は職員の叔父様から調達した花で
す。咲くのが終わったら返却し手
入れをしてくれるとの事。感謝、
感謝です。


